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当社株式の時価総額に関するお知らせ 

  

 当社株式は、平成 22年７月において、時価総額（月間平均時価総額および月末時価総額）が３億円未満とな

りましたので、今後の見通し等につきましてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当社株式の時価総額について 

当社株式は、平成22年７月において、月間平均時価総額および月末時価総額が３億円未満となりました。 

東京証券取引所の有価証券上場規程第603条第１項第５号ａでは、９ヶ月（事業の現状、今後の展開、事

業計画の改善その他東京証券取引所が必要と認める事項を記載した書面を３ヶ月以内に東京証券取引所に提

出しない場合にあっては、３ヶ月）以内に、毎月の月間平均時価総額および月末時価総額が３億円（注）以

上とならないときは、上場廃止になる旨規程されております。 

（注）上場株式にかかる時価総額基準につきましては、平成21年１月末より平成22年12月末までの間、

時価総額基準が５億円未満から３億円未満に変更となっております。 

 

（ご参考） （１）平成22年７月の月間平均時価総額 ：  253,641,360円 

（２）平成22年７月の月末時価総額   ：  224,010,360円 

        （７月30日の終値4,590円 × ７月末上場株式数48,804株） 

   

２．今後の見通しについて 

当社が属する外食業界におきましては、消費者の外食を控える傾向が依然として強い中、価格競争の激化

が更に進み、外食業界を取り巻く環境は、今後も引き続き厳しい状況が続くものと予想されます。 

 こうした中で、当社は債務超過の解消を図る為の様々な方法を検討しており、売上につきましては、下期

において、繁盛業態の出店を行っていくこと、また、販売費および一般管理費等の間接経費につきましては、

２年前の水準と比較し60％程度の削減を達成しておりますが、この水準を維持することを計画しております。 

 このように、厳しい環境下ではありますが、全社一丸となって事業再建に取り組み、今後も引き続き東京

証券取引所における上場を維持するように努めてまいる所存です。なお、今後３ヶ月の間に、東京証券取引

所へ「事業の現状、今後の展開、事業計画の改善、その他東京証券取引所が必要と認める事項を記載した書

面」を提出する予定であります。 

 株主の皆様をはじめ、関係者の皆様には大変ご心配をお掛けいたしますが、引き続きご支援を賜りますよ

う宜しくお願い申し上げます。 
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